
239

一　

日
本
史
籍
協
会
編
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
刊
本　

調
査
報
告

　

現
在
、
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
は
、
大
隈
重
信
に
宛
て
ら
れ
た
書
翰
を
翻
刻
・
整
理
し
、『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』（
み
す
ず
書
房
刊
、

二
〇
〇
四
年
〜
）
と
し
て
毎
年
一
巻
ず
つ
刊
行
し
て
い
る
（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
本
）。
二
〇
一
四
年
度
内
に
は
そ
の
全
巻
が
完
結
す
る
予
定
で

あ
る
が
、
そ
の
編
纂
・
調
査
の
過
程
で
、
現
在
で
は
原
本
の
所
在
が
判
明
し
な
い
多
く
の
写
本
・
活
字
本
書
翰
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
っ

て
き
た
。
そ
う
し
た
も
の
の
一
つ
と
し
て
、
日
本
史
籍
協
会
編
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
全
六
冊
（
一
九
三
二
〜
一
九
三
五
年
刊
。
以
下
、

史
籍
協
会
本
）
掲
載
の
書
翰
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

こ
の
史
籍
協
会
本
は
一
二
八
七
件
の
資
料
を
掲
載
し
て
い
る
が
（
こ
の
う
ち
四
件
は
重
複
掲
載
）、
大
隈
発
書
翰
や
第
三
者
間
書
翰
、
電

報
訳
文
、
意
見
書
・
報
告
書
等
を
も
収
録
対
象
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
除
く
と
一
〇
二
〇
件
の
大
隈
重
信
宛
て
日
本
人
和
文
書
翰
を
掲

日
本
史
籍
協
会
編
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
調
査
報
告

早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
編

『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
編
集
担
当　
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載
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
を
一
点
ず
つ
セ
ン
タ
ー
本
収
録
の
書
翰
と
照
合
し
た
と
こ
ろ
、
セ
ン
タ
ー
本
に
収
録
さ
れ
て

い
な
い
史
籍
協
会
本
書
翰
は
二
一
二
件
が
確
認
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
は
現
在
で
は
な
お
原
本
の
所
在
が
確
認
で
き
な
い
と
は
い
え
、
編
纂
時
に
は
そ
の
内
容
の
重
要
性
が
認
め
ら
れ
、
掲
載
さ
れ
て

い
た
も
の
で
あ
る
。
原
本
よ
り
翻
刻
し
た
書
翰
の
み
を
収
め
た
セ
ン
タ
ー
本
を
補
う
意
味
で
も
、
そ
の
資
料
的
価
値
は
決
し
て
無
視
さ
れ

る
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
上
記
の
史
籍
協
会
本
が
収
録
す
る
二
一
二
件
の
書
翰
の
一
覧
表
を
左
に
掲
載
す
る

こ
と
と
し
た
。

　

本
誌
前
巻
お
よ
び
本
巻
に
掲
載
す
る
「
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵　

市
島
謙
吉
編
「
大
隈
家
収
蔵
文
書
」（
抄
録
）」
と
合
わ
せ
、
大
隈

重
信
宛
て
書
翰
の
所
在
未
判
明
分
を
概
観
す
る
一
助
と
な
れ
ば
、
幸
い
で
あ
る
。

　

な
お
、
史
籍
協
会
本
に
お
い
て
書
翰
は
年
代
順
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
セ
ン
タ
ー
本
と
の
対
照
上
、
同
書
の
収
録
順
を
採

用
し
た
。
ま
た
、「
大
隈
家
収
蔵
文
書
」
と
重
複
す
る
翻
刻
に
つ
い
て
は
、
下
欄
に
「
市
島
」
と
表
記
し
、
そ
の
収
録
を
注
記
す
る
こ
と

と
し
た
（
木
下
）。

 

史
籍
協
会

本
巻
数　
　

番
号 

 

差
出
人 

宛
先 

史
籍
協
会
本
年
月
日 

備
考
お
よ
び　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
本
と
の
関
連

１ 

第
三
巻 

六
七
八 

池
田
寛
治 

大
隈
重
信 
明
治
十
一
年
五
月
十
六
日

２ 

第
三
巻 

六
六
三 

石
井
省
一
郎 

大
隈
重
信 

明
治
十
一
年
二
月
二
十
日

３ 

第
二
巻 

三
七
一 

伊
東
武
重 

大
隈
重
信 

明
治
六
年
十
二
月
十
五
日

４ 

第
一
巻 

二
六
〇 

伊
藤
博
文 

大
隈
重
信 

明
治
五
年
六
月
十
九
日 

市
島
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５ 

第
三
巻 

五
八
二 

伊
藤
博
文 

大
隈
重
信 

明
治
八
年
九
月
八
日 

市
島
、
十
二
年

６ 

第
四
巻 

八
五
八 

伊
藤
博
文 

大
隈
重
信 

明
治
十
四
年
八
月
二
日

７ 
第
二
巻 

三
〇
四 

井
上
馨 

大
隈
重
信 

明
治
六
年
三
月
一
日 

市
島

８ 

第
二
巻 

四
五
六 

井
上
馨 

大
隈
重
信 

明
治
七
年
六
月
二
十
一
日

９ 

第
三
巻 
五
六
〇 

井
上
馨 

大
隈
重
信 

明
治
七
年
十
二
月
七
日 

市
島

10 

第
二
巻 
四
〇
二 

岩
倉
具
定 

大
隈
重
信 

明
治
七
年
三
月
一
日 

市
島

11 

第
一
巻 

二
二
九 

岩
倉
具
視 

大
隈
重
信 

明
治
四
年
十
一
月
一
日 

市
島

12 

第
一
巻 

二
三
〇 
岩
倉
具
視 

大
隈
重
信 

明
治
四
年
十
一
月
四
日 

市
島

13 

第
二
巻 

三
六
四 

岩
倉
具
視 

大
隈
重
信 

明
治
六
年
十
一
月
二
十
一
日 

市
島

14 

第
二
巻 

四
〇
七 

岩
倉
具
視 

大
隈
重
信 

明
治
七
年
三
月
十
日 

市
島
、
八
年

15 

第
六
巻 

一
二
五
四 

岩
倉
具
視 
大
隈
重
信 

明
治
七
年
七
月
十
四
日 

市
島
、
十
年

16 

第
三
巻 

六
二
六 

岩
倉
具
視 
大
隈
重
信 

明
治
十
年
四
月
三
日 

市
島

17 

第
三
巻 

六
三
一 

岩
倉
具
視 

大
隈
重
信 

明
治
十
年
四
月
二
十
六
日 

市
島

18 

第
三
巻 

六
三
四 

岩
倉
具
視 

大
隈
重
信 
明
治
十
年
五
月
三
日

19 

第
三
巻 

六
四
四 

岩
倉
具
視 

大
隈
重
信 
明
治
十
年
六
月
二
十
六
日 

市
島

20 

第
三
巻 

六
九
〇 

岩
倉
具
視 

大
隈
重
信 

明
治
十
一
年
六
月
十
八
日 

市
島

21 

第
三
巻 

七
〇
〇 

岩
倉
具
視 

大
隈
重
信 

明
治
十
一
年
八
月
二
十
八
日 

市
島

22 

第
三
巻 

七
三
七 

岩
倉
具
視 

大
隈
重
信 

明
治
十
二
年
三
月
八
日 

市
島
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23 

第
四
巻 

七
七
九 

岩
倉
具
視 

大
隈
重
信 

明
治
十
三
年
二
月
二
十
六
日 

市
島

24 

第
四
巻 

八
四
二 

岩
倉
具
視 

大
隈
重
信 

明
治
十
四
年
四
月
三
日

25 
第
三
巻 

六
四
九 

岩
村
通
俊 

大
隈
重
信 

明
治
十
年
九
月
三
日

26 

第
三
巻 

六
五
二 

岩
村
通
俊 

大
隈
重
信 

明
治
十
年
九
月
十
一
日

27 

第
一
巻 
一
六
六 

上
野
景
範 

大
隈
重
信
・

伊
藤
博
文

 

明
治
三
年
九
月
二
十
五
日

28 

第
一
巻 

一
六
八 
上
野
景
範 

大
隈
重
信
・

伊
藤
博
文
・

吉
井
友
実

 

明
治
三
年
九
月
二
十
七
日

29 

第
三
巻 

七
二
八 
内
海
忠
勝 

大
隈
重
信 

明
治
十
二
年
一
月
十
六
日

30 

第
四
巻 

七
七
二 

内
海
忠
勝 

大
隈
重
信 

明
治
十
二
年
十
二
月
十
日

31 

第
四
巻 

八
〇
四 

内
海
忠
勝 
大
隈
重
信 

明
治
十
三
年
八
月
二
日

32 

第
六
巻 

一
二
三
六 

遠
藤
謹
助 
大
隈
重
信
・

伊
藤
博
文

 

明
治
三
年
五
月
二
十
八
日

33 

第
二
巻 

三
三
三 

遠
藤
謹
助 

大
隈
重
信 

明
治
六
年
六
月
十
四
日

34 

第
二
巻 

三
三
四 

遠
藤
謹
助
・

益
田
孝
徳

 

大
隈
重
信 
明
治
六
年
六
月
十
四
日

35 

第
二
巻 

三
二
七 

遠
藤
邦
蔵
・

成
瀬　
　
　

 

大
隈
重
信 

明
治
六
年
五
月

36 

第
一
巻 

一
五
八 

大
木
喬
任
・

吉
井
友
実

 

大
隈
重
信 

明
治
三
年
七
月
二
十
三
日
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37 

第
三
巻 

六
五
九 

大
木
喬
任 

大
隈
重
信 

明
治
十
年
十
一
月
二
十
九
日

38 
第
二
巻 

五
〇
一 

大
久
保
利
通 

三
条
実
美
等
・

参
議　
　
　
　

 

明
治
七
年
八
月
二
十
一
日 

＊
牧
野
家
蔵

39 

第
三
巻 

五
一
三 

大
久
保
利
通 

三
条
実
美
等
・

参
議　
　
　
　

 

明
治
七
年
九
月
六
日 

＊
処
蕃
類
纂

40 

第
三
巻 
五
二
五 

大
久
保
利
通
・

柳
原
前
光

 

三
条
実
美
等
・

参
議　
　
　
　

 

明
治
七
年
十
月
十
一
日 

＊
処
蕃
類
纂

41 

第
三
巻 

五
二
六 

大
久
保
利
通 

大
隈
重
信 

明
治
七
年
十
月
十
一
日 

＊
処
蕃
類
纂

42 

第
三
巻 

五
二
七 
大
久
保
利
通 

三
条
実
美
等
・

参
議　
　
　
　

 

明
治
七
年
十
月
十
三
日 

＊
処
蕃
類
纂

43 

第
三
巻 

五
三
三 

大
久
保
利
通 

三
条
実
美
等
・

参
議　
　
　
　

 

明
治
七
年
十
月
十
九
日 

＊
処
蕃
類
纂

44 

第
三
巻 

五
四
二 

大
久
保
利
通 
三
条
実
美
等
・

参
議　
　
　
　

 

明
治
七
年
十
月
二
十
九
日 

＊
処
蕃
類
纂

45 

第
三
巻 

五
四
三 

大
久
保
利
通 

三
条
実
美
等
・

参
議　
　
　
　

 

明
治
七
年
十
月
三
十
一
日 

＊
処
蕃
類
纂

46 

第
三
巻 

五
四
五 

大
久
保
利
通 

三
条
実
美
等
・

参
議　
　
　
　

 
明
治
七
年
十
一
月
五
日 

＊
処
蕃
類
纂

47 

第
三
巻 

五
四
七 

大
久
保
利
通 

三
条
実
美
等
・

参
議　
　
　
　

 

明
治
七
年
十
一
月
八
日 

＊
処
蕃
類
纂

48 

第
三
巻 

五
四
八 

大
久
保
利
通 

三
条
実
美
等
・

参
議　
　
　
　

 

明
治
七
年
十
一
月
十
日 

＊
処
蕃
類
纂
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49 

第
三
巻 

六
〇
六 

大
久
保
利
通 

大
隈
重
信 

明
治
九
年
五
月
七
日

50 

第
三
巻 

六
〇
七 

大
久
保
利
通 

大
隈
重
信 

明
治
九
年
五
月
七
日 

市
島

51 
第
六
巻 

一
二
四
二 

大
谷
光
瑩 

大
隈
重
信 

明
治
四
年
十
二
月

52 

第
五
巻 

九
四
三 

大
谷
光
瑩 

大
隈
重
信 

明
治
二
十
一
年
六
月
二
十
三
日

53 

第
二
巻 
三
〇
六 

岡
本
健
三
郎 

大
隈
重
信 

明
治
六
年
三
月
十
九
日

54 

第
二
巻 
三
三
八 

岡
本
健
三
郎 

大
隈
重
信 

明
治
六
年
六
月
二
十
日

55 

第
五
巻 

八
九
四 

小
野
梓 

大
隈
重
信 

明
治
十
五
年
八
月
六
日

56 

第
五
巻 

九
〇
七 
小
野
梓 

大
隈
重
信 

明
治
十
七
年
十
一
月
二
十
九
日

57 

第
一
巻 

五
三 

会
計
官
書
記 

大
隈
重
信 

明
治
二
年
五
月
九
日

58 

第
一
巻 

五
六 

外
国
官
判
事 

大
隈
重
信 

明
治
二
年
五
月
十
七
日

59 

第
一
巻 

九
九 

外
務
省 
大
隈
重
信 

明
治
二
年
十
月
七
日

60 

第
一
巻 

一
〇
四 

外
務
省 

大
隈
重
信
・

伊
藤
博
文

 

明
治
二
年
十
一
月
四
日

61 

第
一
巻 

一
三
四 

外
務
省 

大
隈
重
信 

明
治
三
年
五
月
十
七
日

62 

第
三
巻 

五
七
二 

河
北
俊
弼 

大
隈
重
信 
明
治
八
年
三
月
二
十
八
日

63 

第
三
巻 

六
二
五 

河
北
俊
弼 

大
隈
重
信 

明
治
十
年
三
月

64 

第
三
巻 

六
二
八 

河
北
俊
弼 

大
隈
重
信 

明
治
十
年
四
月
十
日

65 

第
三
巻 

六
二
九 

河
北
俊
弼 

大
隈
重
信 

明
治
十
年
四
月
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66 

第
三
巻 

六
三
七 

河
北
俊
弼 

大
隈
重
信 

明
治
十
年
五
月
十
七
日

67 

第
三
巻 

七
一
五 

河
鰭
斉 

大
隈
重
信 

明
治
十
一
年
十
月
二
十
五
日

68 
第
三
巻 

七
四
〇 

川
村
純
義 

大
隈
重
信 

明
治
十
二
年
四
月
九
日

69 

第
三
巻 

七
四
九 

川
村
純
義 

大
隈
重
信 

明
治
十
二
年
六
月
二
十
日

70 

第
六
巻 
一
〇
六
二 

菊
亭
修
季 

大
隈
重
信 

明
治
二
十
九
年
五
月
十
六
日

71 

第
五
巻 
九
〇
一 

北
畠
治
房 

大
隈
重
信 

明
治
十
六
年
八
月
七
日

72 

第
一
巻 

一
一
四 

木
戸
孝
允 

大
隈
重
信 

明
治
三
年
一
月
十
三
日 

市
島
、
四
年

73 

第
三
巻 

六
〇
三 
宮
内
大
少
丞 

大
隈
重
信 

明
治
九
年
四
月
四
日

74 

第
四
巻 

七
五
二 

グ
ラ
ン
ト
接
伴
懸 

大
隈
重
信 

明
治
十
二
年
七
月
六
日

75 

第
六
巻 

一
一
二
三 

栗
野
慎
一
郎 

大
隈
重
信 

明
治
三
十
年
八
月
四
日

76 

第
六
巻 

一
二
四
九 

黒
田
清
隆 
大
隈
重
信 

明
治
六
年
十
一
月
二
十
七
日

77 

第
六
巻 

一
二
五
〇 

黒
田
清
隆 
大
隈
重
信 

明
治
六
年
十
二
月
十
二
日

78 

第
四
巻 

八
一
五 

黒
田
清
隆 

大
隈
重
信 

明
治
十
三
年
十
一
月
二
十
六
日

79 

第
五
巻 

九
六
八 

黒
田
清
隆 

大
隈
重
信 
明
治
二
十
二
年
三
月
二
十
一
日

80 

第
六
巻 

一
二
〇
二 

小
池
張
造 

大
隈
重
信 
明
治
四
十
一
年
二
月
五
日

81 

第
一
巻 

一
九
七 

工
部
省
諸
掛 

大
隈
重
信 

明
治
四
年
三
月
二
十
七
日

82 

第
六
巻 

一
一
八
二 

神

知
常 

大
隈
重
信 

明
治
三
十
五
年
八
月
二
十
三
日

83 

第
六
巻 

一
〇
九
〇 

小
久
保
喜
七 

大
隈
重
信 

明
治
三
十
年
二
月
二
十
七
日
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84 

第
六
巻 

一
二
一
九 

小
久
保
喜
七 

大
隈
重
信 

明
治
四
十
四
年
三
月
二
十
日

85 

第
三
巻 

六
八
八 

五
代
友
厚 

大
隈
重
信 

明
治
十
一
年
六
月
十
一
日

86 
第
六
巻 

一
一
六
六 

近
衛
篤
麿 

大
隈
重
信 

明
治
三
十
二
年
七
月
六
日

87 

第
二
巻 

四
四
一 

西
郷
従
道 

大
隈
重
信 

明
治
七
年
五
月
二
十
六
日

88 

第
二
巻 
四
四
四 

西
郷
従
道 

大
隈
重
信 

明
治
七
年
六
月
七
日

89 

第
二
巻 
四
五
二 

西
郷
従
道 

大
隈
重
信 

明
治
七
年
六
月
十
三
日

90 

第
二
巻 

四
九
〇 

西
郷
従
道 

大
隈
重
信 

明
治
七
年
八
月
十
二
日

91 

第
三
巻 

五
五
九 
西
郷
従
道 

大
隈
重
信
・

山
県
有
朋

 

明
治
七
年
十
一
月
二
十
八
日

92 

第
三
巻 

五
五
八 

西
郷
従
道 

大
久
保
利
通
・

大
隈
重
信

 

明
治
七
年
十
一
月
二
十
八
日

93 

第
五
巻 

九
七
三 

西
郷
従
道 
大
隈
重
信 

明
治
二
十
二
年
五
月
四
日

94 

第
四
巻 

八
二
三 

桜
井
勉 
大
隈
重
信 

明
治
十
四
年
一
月
八
日

95 

第
四
巻 

八
六
六 

桜
井
勉 

大
隈
重
信 

明
治
十
四
年
八
月
二
十
三
日

96 

第
二
巻 

三
八
五 

佐
野
常
民 

大
隈
重
信 
明
治
七
年
一
月
二
十
八
日 

市
島

97 

第
四
巻 

七
七
三 

島
尚
信 

大
隈
重
信
・

伊
藤
博
文

 

明
治
十
二
カ
年
十
二
月
二
十
七
日

98 

第
二
巻 

三
五
九 

参
議 

大
隈
重
信 

明
治
六
年
十
月
十
八
日

99 

第
一
巻 

七
九 

三
条
実
美
・

徳
大
寺
実
則 

大
隈
重
信 

明
治
二
年
八
月
五
日
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100 

第
一
巻 

八
五 

三
条
実
美 

大
隈
重
信 

明
治
二
年
八
月
二
十
六
日

101 

第
二
巻 

三
七
三 

三
条
実
美 

大
隈
重
信 

明
治
六
年
十
二
月
二
十
八
日

102 
第
二
巻 

三
七
六 

三
条
実
美 

大
隈
重
信 

明
治
六
年
十
二
月
三
十
一
日

103 

第
二
巻 

四
二
五 

三
条
実
美 

大
隈
重
信 

明
治
七
年
四
月
十
九
日 

第
11
巻
追
補
編
三
条

実
美
書
翰
控
の
成
文

104 

第
二
巻 
四
二
六 

三
条
実
美 

大
隈
重
信 

明
治
七
年
四
月
十
九
日

105 

第
二
巻 

四
七
四 

三
条
実
美 

大
隈
重
信 

明
治
七
年
七
月
十
五
日

106 

第
二
巻 

五
〇
〇 
三
条
実
美 

大
隈
重
信 

明
治
七
年
八
月
二
十
一
日

107 

第
三
巻 

五
九
七 
三
条
実
美 

大
隈
重
信 

明
治
九
年
一
月
八
日 

市
島

108 

第
三
巻 

六
〇
八 

三
条
実
美 

大
隈
重
信 

明
治
九
年
五
月
八
日 

市
島

109 

第
三
巻 

六
一
四 

三
条
実
美 

大
隈
重
信 

明
治
九
年
八
月
一
日

110 

第
三
巻 

七
一
八 

三
条
実
美 
大
隈
重
信 

明
治
十
一
年
十
一
月
十
八
日

111 

第
三
巻 

七
二
九 

三
条
実
美 

大
隈
重
信 

明
治
十
二
年
一
月
二
十
七
日

112 

第
四
巻 

七
九
八 

三
条
実
美 

大
隈
重
信 

明
治
十
三
年
六
月
十
四
日

113 

第
四
巻 

八
七
六 

三
条
実
美 

大
隈
重
信 
明
治
十
四
年
九
月 

市
島
、
月
不
詳

114 

第
四
巻 

八
八
二 

三
条
実
美 

大
隈
重
信 

明
治
十
四
年
十
月
十
一
日 

市
島

115 

第
一
巻 

一
四
七 

三
条
家
執
事 

大
隈
重
信 

明
治
三
年
六
月
二
十
日

116 

第
二
巻 

三
六
二 

史
官 

大
隈
重
信 

明
治
六
年
十
月
二
十
五
日
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117 

第
三
巻 

六
一
九 

史
官 

大
隈
重
信 

明
治
九
年
十
二
月
二
十
八
日

118 
第
二
巻 

四
三
二 

（
大
隈
重
信
書
翰
別
紙
）

 

品
川
忠
道

 

大
隈
重
信 

明
治
七
年
五
月
四
日

119 
第
一
巻 

二
七
九 

渋
沢
栄
一 

大
隈
重
信 

明
治
五
年
九
月
二
十
五
日

120 

第
一
巻 

二
八
二 

渋
沢
栄
一 

大
隈
重
信 

明
治
五
年
十
月
八
日

121 

第
四
巻 
七
五
三 

渋
沢
栄
一
・

福
地
源
一
郎 

大
隈
重
信 

明
治
十
二
年
七
月
六
日

122 

第
六
巻 

一
二
三
七 
島
義
勇 

大
隈
重
信 

明
治
三
年
八
月
三
日

123 

第
四
巻 

七
五
六 
白
上
直
方 

大
隈
重
信 

明
治
十
二
年
八
月
二
十
五
日

124 

第
五
巻 

九
一
二 

末
広
重
恭 

大
隈
重
信 

明
治
十
八
年
十
二
月
六
日

125 

第
三
巻 

六
五
八 

杉
孫
七
郎 

大
隈
重
信 

明
治
十
年
十
月
二
十
七
日

126 

第
二
巻 

四
一
〇 

関
義
臣 
大
隈
重
信 

明
治
七
年
三
月
二
十
五
日

127 

第
二
巻 

四
五
〇 

関
義
臣 
大
隈
重
信 

明
治
七
年
六
月
十
二
日 

第
７

巻
678

－

12
の
「
別
封
」

128 

第
三
巻 

六
七
一 

関
義
臣 

大
隈
重
信 

明
治
十
一
年
三
月
二
十
六
日

129 

第
六
巻 

一
一
二
二 

高
平
小
五
郎 

大
隈
重
信 
明
治
三
十
年
八
月
三
日

130 

第
三
巻 

六
七
三 

太
政
官
書
記
官 

大
隈
重
信 
明
治
十
一
年
四
月
七
日 

市
島

131 

第
三
巻 

五
二
三 

谷
干
城 

大
隈
重
信
・

山
県
有
朋

 

明
治
七
年
十
月
七
日

132 

第
一
巻 

九
六 

弾
正
台 

大
隈
重
信 

明
治
二
年
九
月
二
十
三
日
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133 

第
一
巻 

二
九
二 

寺
島
宗
則 

大
隈
重
信 

明
治
五
年
十
二
月
二
十
三
日

134 

第
六
巻 

一
一
九
三 

寺
本
婉
雅 

大
隈
重
信 

明
治
三
十
九
年
十
一
月
三
日

135 
第
六
巻 

一
二
〇
四 

寺
本
婉
雅 

大
隈
重
信 

明
治
四
十
一
年
十
月
二
十
七
日

136 

第
六
巻 

一
二
〇
五 

寺
本
婉
雅 

大
隈
重
信 

明
治
四
十
一
年
十
一
月

137 

第
四
巻 
七
七
四 

時
任
為
基 

大
隈
重
信 

明
治
十
三
年
一
月
八
日

138 

第
二
巻 
三
三
七 

徳
大
寺
実
則 

大
隈
重
信 

明
治
六
年
六
月
十
九
日

139 

第
三
巻 

五
八
五 

徳
大
寺
実
則 

大
隈
重
信 

明
治
八
年
十
月
十
八
日

140 

第
三
巻 

五
八
六 
徳
大
寺
実
則 

大
隈
重
信 

明
治
八
年
十
月
十
八
日

141 

第
三
巻 

六
〇
〇 

徳
大
寺
実
則 

大
隈
重
信 

明
治
九
年
三
月
二
十
日

142 

第
三
巻 

六
七
四 

徳
大
寺
実
則 

大
隈
重
信 

明
治
十
一
年
四
月
十
二
日

143 

第
三
巻 

六
七
五 

徳
大
寺
実
則 
大
隈
重
信 

明
治
十
一
年
四
月
十
六
日

144 

第
三
巻 

六
八
四 

徳
大
寺
実
則 
大
隈
重
信 

明
治
十
一
年
六
月
八
日

145 

第
三
巻 

六
九
五 

徳
大
寺
実
則 

大
隈
重
信 

明
治
十
一
年
七
月
三
日

146 

第
三
巻 

七
三
五 

徳
大
寺
実
則 

三
条
実
美
等
・

大
隈
重
信

 
明
治
十
二
年
二
月
二
十
七
日

147 

第
三
巻 

七
四
六 

徳
大
寺
実
則 

大
隈
重
信 

明
治
十
二
年
六
月
三
日

148 

第
四
巻 

七
五
一 

徳
大
寺
実
則 

大
隈
重
信 

明
治
十
二
年
七
月
五
日

149 

第
四
巻 

七
六
九 

徳
大
寺
実
則 

大
隈
重
信 

明
治
十
二
年
十
一
月
三
十
日
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150 

第
四
巻 

七
九
六 

徳
大
寺
実
則 

大
隈
重
信 

明
治
十
三
年
六
月
六
日

151 

第
四
巻 

八
〇
八 

徳
大
寺
実
則 

大
隈
重
信 

明
治
十
三
年
十
一
月
八
日

152 
第
四
巻 

八
一
〇 

徳
大
寺
実
則 

大
隈
重
信 

明
治
十
三
年
十
一
月
十
一
日 

市
島

153 

第
四
巻 

八
一
三 

徳
大
寺
実
則 

大
隈
重
信 

明
治
十
三
年
十
一
月
二
十
日 

市
島

154 

第
四
巻 
八
一
八 

徳
大
寺
実
則 

大
隈
重
信 

明
治
十
三
年
十
二
月
十
日

155 

第
四
巻 
八
三
三 

徳
大
寺
実
則 

大
隈
重
信 

明
治
十
四
年
二
月
十
二
日

156 

第
四
巻 

八
三
四 

徳
大
寺
実
則 

大
隈
重
信 

明
治
十
四
年
三
月
四
日

157 

第
四
巻 

八
三
六 
徳
大
寺
実
則 

大
隈
重
信 

明
治
十
四
年
三
月
十
五
日

158 

第
四
巻 

八
四
五 

徳
大
寺
実
則 

大
隈
重
信 

明
治
十
四
年
四
月
二
十
二
日

159 

第
四
巻 

八
五
六 

徳
大
寺
実
則 

大
隈
重
信 

明
治
十
四
年
七
月
十
四
日 

市
島

160 

第
二
巻 

三
八
〇 

富
岡
敬
明 
大
隈
重
信 

明
治
七
年
一
月
十
六
日

161 

第
三
巻 

六
四
七 

富
岡
敬
明 
大
隈
重
信 

明
治
十
年
八
月
二
十
日

162 

第
三
巻 

六
八
六 

富
岡
敬
明 

大
隈
重
信 

明
治
十
一
年
六
月
十
一
日 

市
島

163 

第
二
巻 

三
七
四 

鳥
山
重
信 

大
隈
重
信 
明
治
六
年
十
二
月
二
十
八
日

164 

第
二
巻 

三
一
五 

中
井
弘 

大
隈
重
信 
明
治
六
年
四
月
十
九
日

165 

第
六
巻 

一
一
五
三 

中
川
恒
次
郎 

大
隈
重
信 

明
治
三
十
一
年
十
月
二
十
六
日

166 

第
六
巻 

一
一
八
九 

中
島
錫
胤
・　

中
田
憲
信
・　

本
田
晋
他
九
名 

大
隈
重
信 

明
治
三
十
八
年
九
月
十
六
日
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167 

第
四
巻 

八
六
三 

中
島
盛
有 

大
隈
重
信 

明
治
十
四
年
八
月
二
十
日

168 

第
二
巻 

三
五
五 

南
部
広
矛 

大
隈
重
信 

明
治
六
年
十
月
十
日

169 
第
五
巻 

一
〇
二
一 

新
島
八
重
子
・

徳
富
蘇
峰
・

小
崎
弘
道

 

大
隈
重
信 

明
治
二
十
三
年
四
月
一
日

170 

第
一
巻 
二
八
〇 

西
岡
逾
明 

大
隈
重
信 

明
治
五
年
十
月
二
日

171 

第
二
巻 
三
一
一 

西
岡
逾
明 

大
隈
重
信 

明
治
六
年
四
月
八
日

172 

第
五
巻 

一
〇
五
二 
西
里
蒲
・

平
良
真
牛 

大
隈
重
信 

明
治
二
十
七
年
二
月
二
十
三
日

173 

第
六
巻 

一
一
九
八 
西
田
喜
兵
衛 

大
隈
重
信 

明
治
四
十
年
十
二
月
八
日

174 

第
一
巻 

三
三 

東
久
世
通
禧 

大
隈
重
信 

明
治
二
年
三
月
二
十
八
日

175 

第
六
巻 

一
〇
六
九 

土
方
久
元 
大
隈
重
信 

明
治
二
十
九
年
十
月
二
十
日

176 

第
三
巻 

五
六
七 

菱
田
重
禧 
大
隈
重
信 

明
治
八
年
二
月

177 

第
四
巻 

七
五
五 

福
沢
諭
吉 

大
隈
重
信 

明
治
十
二
年
八
月
二
日

178 

第
四
巻 

七
五
九 

福
沢
諭
吉 

大
隈
重
信 

明
治
十
二
年
九
月
十
二
日

179 

第
五
巻 

八
九
八 

福
沢
諭
吉 

大
隈
重
信 
明
治
十
五
年
十
二
月
二
十
六
日

180 

第
五
巻 

九
三
七 

福
沢
諭
吉 

大
隈
重
信 

明
治
二
十
一
年
三
月
十
六
日

181 

第
二
巻 

四
八
九 

福
島
九
成 

大
隈
重
信 

明
治
七
年
八
月
十
一
日

182 

第
二
巻 

五
〇
四 

福
島
九
成 

大
隈
重
信 

明
治
七
年
八
月
二
十
四
日
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183 

第
二
巻 

五
〇
七 

福
島
九
成 

大
隈
重
信 

明
治
七
年
八
月
二
十
九
日

184 

第
四
巻 

八
八
九 

古
沢
滋 

大
隈
重
信 

明
治
十
四
年
十
一
月
一
日

185 
第
一
巻 

五
一 

弁
事 

大
隈
重
信 

明
治
二
年
四
月
二
十
八
日

186 

第
三
巻 

七
二
一 

前
田
正
名 

大
隈
重
信 

明
治
十
一
年
十
一
月
二
十
九
日

187 

第
三
巻 
六
一
八 

槙
村
正
直 

大
隈
重
信 

明
治
九
年
十
二
月
二
十
五
日

188 

第
二
巻 
三
九
三 

松
村
辰
昌 

大
隈
重
信 

明
治
七
年
二
月
十
日

189 

第
二
巻 

四
七
一 

松
村
辰
昌 

大
隈
重
信 

明
治
七
年
七
月
十
日

190 

第
二
巻 

四
九
四 
松
村
辰
昌 

大
隈
重
信 

明
治
七
年
八
月
十
四
日

191 

第
五
巻 

九
五
七 

三
好
退
蔵 

大
隈
重
信 

明
治
二
十
二
年
一
月
三
日 

第
10
巻
1282

－

２

三
好

退
蔵
書
翰
の
別
紙

192 

第
五
巻 

九
六
九 

陸
奥
宗
光 

大
隈
重
信 

明
治
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

193 

第
五
巻 

九
〇
九 

宗
像
政 
大
隈
重
信 

明
治
十
八
年
四
月
二
十
二
日

194 

第
五
巻 

九
一
〇 

宗
像
政 

大
隈
重
信 

明
治
十
八
年
五
月
二
十
一
日

195 

第
五
巻 

九
一
一 

宗
像
政 

大
隈
重
信 

明
治
十
八
年
十
一
月
十
一
日

196 

第
五
巻 

九
一
四 

宗
像
政 

大
隈
重
信 
明
治
十
九
年
三
月
十
六
日

197 

第
六
巻 

一
〇
八
四 

村
田
寂
順
・

松
景

空
・

不
破
諦
善

 

大
隈
重
信 

明
治
三
十
年
一
月
十
六
日 

第
10
巻
1294

－

５

村
田

寂
順
書
翰
の
別
紙
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198 

第
六
巻 

一
一
六
二 

本
野
一
郎 

大
隈
重
信 

明
治
三
十
二
年
一
月
十
一
日

199 
第
四
巻 

八
五
七 

安
田
定
則
・

鈴
木
大
亮

 

大
隈
重
信 

明
治
十
四
年
七
月
二
十
九
日

200 
第
二
巻 

四
五
七 

柳
原
前
光 

大
隈
重
信 

明
治
七
年
六
月
二
十
二
日

201 

第
二
巻 
五
〇
五 

柳
原
前
光 

三
条
実
美
等
・

大
隈
重
信

 

明
治
七
年
八
月
二
十
八
日

202 

第
三
巻 
五
二
八 

柳
原
前
光 

三
条
実
美
等
・

大
隈
重
信

 

明
治
七
年
十
月
十
三
日

203 

第
三
巻 

五
三
八 
柳
原
前
光 

三
条
実
美
等
・

大
隈
重
信

 

明
治
七
年
十
月
二
十
五
日

204 

第
五
巻 

九
三
八 

矢
野
文
雄 

大
隈
重
信 

明
治
二
十
一
年
三
月
十
六
日

205 

第
三
巻 

六
七
九 

山
県
有
朋 

大
隈
重
信 

明
治
十
一
年
五
月
二
十
二
日 

市
島

206 

第
四
巻 

八
六
八 

山
崎
直
胤 
大
隈
重
信 

明
治
十
四
年
八
月
二
十
五
日

207 

第
二
巻 

三
九
〇 

山
根
秀
介 
大
隈
重
信 

明
治
七
年
二
月
七
日 

別
紙
は
森
長
義
書
翰
大
隈
重
信
宛

208 

第
六
巻 

一
二
五
五 

横
山
貞
秀
・

谷
元
道
之

 

大
隈
重
信 

明
治
七
年
七
月
三
十
一
日

209 

第
三
巻 

六
九
六 

吉
田
清
成 

大
隈
重
信 
明
治
十
一
年
七
月
十
七
日

210 

第
三
巻 

七
三
一 

吉
原
重
俊 

大
隈
重
信 

明
治
十
二
年
二
月
七
日

211 

第
五
巻 

九
六
六 

若
山
儀
一 

大
隈
重
信 

明
治
二
十
二
年
二
月
二
十
七
日
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212 

第
二
巻 

五
〇
二 

渡
辺
清 

大
隈
重
信
・

伊
藤
博
文

 

明
治
七
年
八
月
二
十
二
日

（
注
）
＊
は
日
本
史
籍
協
会
編
『
大
久
保
利
通
文
書
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
資
料
の
出
所
で
あ
る
。

二　

佐
川
町
立
佐
川
文
庫
蔵
「
大
隈
重
信
関
係
文
書
」
稿
本　

調
査
報
告

　

日
本
史
籍
協
会
叢
書
の
稿
本
が
高
知
県
佐
川
町
に
現
存
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
副
総
裁
で
あ
っ
た
田
中
光
顕
が
郷
里
に
寄
贈
し
た
も
の

で
、
大
正
十
五
年
に
寄
贈
し
た
分
は
青
山
文
庫
に
、
そ
の
後
に
寄
贈
し
た
分
は
佐
川
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
（
詳
細
は
、
安
岡
憲
彦
「
日

本
史
籍
協
会
叢
書
の
原
稿
と
佐
川
文
庫
」（『
地
方
史
研
究
』
四
四（
四
）、
一
九
九
四
）、
高
田
祐
介
「『
日
本
史
籍
協
会
叢
書
』
稿
本
の
伝
存
と
構
成
」（
明

治
維
新
史
学
会
編
『
明
治
維
新
と
史
料
学
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
）
を
参
照
）。

　

日
本
史
籍
協
会
編
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
の
稿
本
（
以
下
、
史
籍
協
会
稿
本
）
は
、
佐
川
文
庫
の
方
に
残
っ
て
い
る
。
現
物
を
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
資
料
番
号
六

‒

一
の
表
紙
に
、
墨
筆
で
「
昭
和
十
年
四
月
七
日
引
継
」
と
記
さ
れ
た
脇
に
、
朱
印
で
「
領
収
済
拾
年
六
月
壹

日
㊞
」
と
押
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
昭
和
十
年
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
作
成
さ
れ
た
時
期
や

状
況
を
知
り
得
る
記
述
は
な
く
、
ま
た
関
連
資
料
も
附
属
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
た
だ
し
第
一
巻
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
大
隈
重
信

の
継
嗣
大
隈
信
常
の
緒
言
と
例
言
（
昭
和
七
年
十
月
）
に
は
、
臨
時
帝
室
編
修
官
の
渡
辺
幾
治
郎
が
「
文
書
の
選
択
編
纂
」「
傍
註
、
備
考
、

参
考
文
書
等
の
添
付
」
を
行
な
い
、
維
新
史
料
編
纂
官
の
薄
井
福
治
が
「
整
理
校
訂
」
を
担
当
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
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ら
は
渡
辺
幾
治
郎
が
作
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

計
十
一
点
の
資
料
か
ら
な
る
史
籍
協
会
稿
本
に
は
、
書
翰
や
書
類
が
Ａ
４

サ
イ
ズ
の
原
稿
用
紙
に
ペ
ン
字
で
筆
写
さ
れ
て
い
る
。
内
容

は
、
大
き
く
二
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
一
つ
は
、
刊
行
さ
れ
た
史
籍
協
会
本
そ
の
も
の
の
原
稿
で
あ
る
。
資
料
番
号
五

‒

一
は
第
一
巻
、
資
料

番
号
五

‒

二
は
第
二
巻
、
資
料
番
号
五

‒

三
は
第
三
巻
、
資
料
番
号
五

‒
四
は
第
四
巻
、
資
料
番
号
五

‒

五
は
第
五
巻
、
資
料
番
号
七

‒

一
・
二
・
三
は
第
六
巻
、
資
料
番
号
六

‒

二
は
第
六
巻
補
遺
に
該
当
す
る
。
中
身
を
史
籍
協
会
本
と
照
合
す
る
と
、
掲
載
書
翰
の
配
列
が

一
致
し
て
お
り
、
原
稿
用
紙
に
は
行
替
や
名
前
表
記
の
変
更
な
ど
の
指
示
が
赤
ペ
ン
で
所
々
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
表
紙
に
「
大
隈
文
書
第
六
巻
以
外
ノ
分
」「
要
保
存
」
と
記
さ
れ
て
い
る
、
資
料
番
号
六

‒

一
で
あ
る
。
全
二
一
一
枚

の
原
稿
用
紙
が
和
綴
じ
さ
れ
、
そ
こ
に
一
二
六
点
の
書
翰
と
書
類
が
筆
写
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
に
は
「
大
部
分
年
代
不
明
ニ
ツ
キ
使
用
セ

ズ
」
と
も
記
さ
れ
て
お
り
、
渡
辺
と
薄
井
が
編
纂
過
程
で
史
籍
協
会
本
の
収
録
分
か
ら
削
除
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
に
収
録
さ
れ
て

い
た
書
翰
を
整
理
し
、
セ
ン
タ
ー
本
収
録
の
書
翰
と
照
合
し
た
と
こ
ろ
、
収
録
さ
れ
て
い
な
い
大
隈
重
信
宛
て
書
翰
が
九
件
、
別
紙
に
該

当
す
る
第
三
者
間
書
翰
が
三
件
確
認
さ
れ
た
（
こ
の
他
に
、
パ
ー
ク
ス
書
翰
四
通
・
伊
藤
博
文
宛
大
隈
重
信
書
翰
一
通
、
書
類
六
点
も
筆
写
さ
れ
て

い
る
）。

　

こ
れ
ら
史
籍
協
会
稿
本
の
未
収
録
書
翰
の
内
容
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
存
在
そ
の
も
の
が
こ
れ
ま
で
ま
っ
た
く
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

原
本
の
所
在
が
確
認
で
き
な
い
た
め
正
確
性
に
は
欠
け
る
け
れ
ど
も
、
い
ず
れ
も
史
料
的
価
値
は
高
い
と
言
え
よ
う
。
そ
こ
で
市
島
本
と

同
様
に
年
代
を
調
査
し
、
翻
刻
の
凡
例
は
セ
ン
タ
ー
本
の
も
の
に
準
拠
し
て
活
字
化
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
未
掲
載
の
岩
倉
具
視
書

翰
は
、
前
号
「
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵　

市
島
謙
吉
編
「
大
隈
家
収
蔵
文
書
」（
抄
録
）
上
」
32
（
明
治
十
二
）
年
十
一
月
二
十
八
日
付

と
同
じ
も
の
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
除
外
し
た
。（
星
原
）
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収
録
書
翰
一
覧

 

差
出
人 

　

宛
先 

　

年
月
日

１ 
赤
羽
四
郎 

 

大
隈
重
信 

（
明
治
三
十
二
）
年
（
五
）
月
（　
　

）
日

２ 

河
北
俊
弼 

 

大
隈
重
信 

（
明
治
十
カ
）
年
（
三
）
月
（
二
十
三
）
日

３ 

宮
内
省 

 

大
隈
重
信 

（
明
治　
　

）
年
十
二
月
二
十
六
日

４ 

黒
田
清
隆 

 
大
隈
重
信 

（
明
治　
　

）
年
四
月
十
八
日

５ 

関
義
臣 

（
大
隈
重
信
） 

（
明
治　
　

）
年
五
月
十
三
日

６ 

高
橋
作
衛 

（
大
隈
重
信
） 

（
大
正
四
）
年
十
月
十
二
日

７ 

姓
名
不
詳 

（
大
隈
重
信
） 
（
明
治
二
十
二
）
年
（　
　

）
月
（　
　

）
日

８ 

姓
名
不
詳 

（
大
隈
重
信
） 
（
明
治　
　

）
年
（　
　

）
月
（　
　

）
日

９ 

安
藤
則
命 

 

岩
倉
具
視 

（
明
治
十
）
年
四
月
十
二
日

10 

秋
山
真
之 

 

森
山
慶
三
郎 

（
明
治
三
十
七
）
年
十
一
月
十
五
日

11 

姓
名
不
詳 
 

姓
名
不
詳 

（
慶
応
四
）
年
閏
四
月
二
十
二
日
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１　

赤
羽
四
郎
書
翰　

大
隈
重
信
宛

（
明
治
三
十
二
）
年
（
五
）
月
（　
　

）
日

謹
啓　

陳
者
和
蘭
国
領
印
度
に
於
て
日
本
人
を
欧
州
人
同
様
に
待

遇
す
る
法
案
は
過
日
該
国
衆
議
院
を
通
過
し
今
般
上
院
を
通
過
し

た
る
旨
、
我
在
蘭
代
理
公
使
よ
り
電
報
有
之
、
本
件
は
此
に
完
結

致
候
。

右
は
全
く
貴
伯
爵
の
訓
令
の
下
に
小
生
か
折
旋
致
し
成
功
候
に
付

御
同
慶
の
義
と
存
し
、
此
に
談
判
の
小
歴
史
を
書
添
ひ
蘭
国
殖
民

大
臣
の
演
説
の
翻
訳
文
を
差
上
候
。

明
治
三
十
年
五
月
五
日
附
書
翰
を
以
て
貴
伯
爵
は
小
生
へ
本
件
の

談
判
を
開
く
可
き
旨
慎
重
に
訓
令
相
成
候
に
付
其
儘
蘭
外
務
大
臣

へ
申
込
候
処
、
当
時
の
議
院
に
て
は
外
国
公
使
よ
り
申
込
み
の
結

果
と
し
て
法
律
の
修
正
を
致
す
事
抔
に
は
耳
朶
を
傾
く
る
形
勢
な

き
の
み
な
ら
す
、
却
て
之
を
利
用
し
て
政
府
攻
撃
の
種
子
と
為
す

の
傾
向
有
之
候
に
付
、
蘭
内
閣
は
本
件
に
関
し
何
等
の
手
続
も
履

行
不
致
義
に
有
之
候
。

然
る
に
同
年
八
九
月
の
交
蘭
内
閣
は
更
迭
致
し
幸
に
し
て
蘭
国
政

海
第
一
の
勢
力
家
ク
レ
ー
マ
ル
氏
殖
民
大
臣
と
為
り
た
る
に
付
同

人
と
本
件
を
相
談
致
候
処
、
同
氏
の
特
に
困
難
を
感
し
た
る
点
は

本
件
を
議
院
に
提
出
す
れ
は
人
望
を
落
す
こ
と
に
有
之
候
。
併
し

数
回
懇
談
の
末
同
氏
は
奮
発
す
る
所
あ
り
て
非
常
に
勉
強
し
、
一

方
に
は
自
ら
法
律
取
調
に
従
事
し
政
治
上
種
々
の
難
関
を
切
抜

け
、
詰
り
帝
国
の
為
め
其
目
的
を
遂
け
美
功
を
奏
し
た
る
こ
と
に

有
之
候
。
右
恐
々
頓
首

赤
羽
四
郎

伯
爵
大
隈
重
信
殿

２　

河
北
俊
弼
書
翰　

大
隈
重
信
宛

（
明
治
十
カ
）
年
（
三
）
月
（
二
十
三
）
日

匆
卒
中
前
略
降
恕
。
従
兵
庫
港
奉
呈
候
一
書
御
落
握
と
奉
存
候
。
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同
港
揚
錨
後
一
昼
夜
馬
関
に
碇
泊
、
漸
く
今
早
天
を
以
て
長
崎
に

上
陸
仕
、
軍
議
相
決
し
兵
装
亦
整
明
暁
天
を
以
て
当
港
を
発
し
戦

地
に
赴
か
ん
と
す
。
此
際
老
台
閣
下
に
申
陳
度
事
不
尠
、
な
せ
ん

其
閑
な
し
。
唯
平
素
之
病
気
か
将
た
天
性
か
一
尽
力
仕
度
、
或
は

世
人
之
笑
と
な
る
も
閣
下
能
降
憐
を
賜
は
ん
こ
と
を
。
請
御
自
愛

為
国
家
千
祈
万
念
。
頓
首
再
拝
。

俊
弼

大
隈
老
台
閣
下

３　

宮
内
省
書
翰　

大
隈
重
信
宛（

明
治　
　

）
年
十
二
月
二
十
六
日

　

羅
紗
切　
　

壱
包

右
魯
西
亜
よ
り
進
献
に
付
分
賜
候
。
依
御
伝
申
入
候
也

　
　

十
二
月
廿
六
日

宮
内
省

参
議
大
隈
殿

４　

黒
田
清
隆
書
翰　

大
隈
重
信
宛（

明
治　
　

）
年
四
月
十
八
日

拝
啓
仕
候
。
陳
者
先
般
柯
太
之
儀
に
付
奉
伺
置
候
件
々
、
于
今
御

沙
汰
無
之
に
付
今
日
大
臣
公
江
も
御
催
促
申
上
置
候
。
最
早
西
郷

参〔
マ
マ
〕謀
も
帰
京
候
得
者
何
卒
至
急
御
評
決
御
座
候
様
仕
度
、
此
段
猶

又
奉
願
候
。
頓
首

　
　

四
月
十
八
日

黒
田
清
隆

大
隈
参
議
殿

５　

関
義
臣
書
翰　
（
大
隈
重
信
）
宛
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（
明
治　
　

）
年
五
月
十
三
日

先
日
来
地
方
長
官
黜
陟
も
可
有
之
哉
の
風
聞
に
付
兼
て
情
願
仕
置

候
末
、
過
日
不
取
敢
以
書
面
代
撰
の
内
江
乍
恐
御
推
挙
被
下
度

云
々
歎
願
仕
候
処
、
頃
日
夙
と
道
路
の
説
を
為
す
を
伝
聞
す
る

に
、
当
今
政
府
の
御
旨
趣
に
於
て
は
地
方
官
は
人
民
保
護
第
一
に

て
、
仮
令
長
官
は
事
務
に
は
疎
く
怜
悧
な
ら
ざ
る
も
少
し
く
柔
和

穏
当
の
人
物
を
最
好
と
す
、
然
る
に
義
臣
の
如
き
は
是
迄
各
県
在

勤
の
経
歴
に
於
て
平
穏
の
跡
な
く
兎
角
断
然
改
正
向
の
事
多
く
其

為
人
苛
刻
に
過
く
べ
し
、
今
日
人
民
保
安
の
御
旨
趣
に
適
当
せ
ざ

る
へ
し
、
結
局
義
臣
は
改
正
に
用
ゆ
る
の
人
に
し
て
守
成
に
用
ゆ

べ
か
ら
ざ
る
の
人
な
り
と

す
る
も
の
あ
り
と
聞
け
り
。
右
は
信

否
如
何
不
可
知
候
へ
共
小
生
過
念
之
余
左
に
弁
白
仕
度
。

抑
右
説
は
其
一
を
知
て
其
二
を
知
ら
す
。
其
表
を
尽
し
て
其
裏
を

尽
さ
ゞ
る
也
。
何
そ
義
臣
を
見
る
誤
る
の
甚
く
且
冤
の
甚
し
き

や
。
義
臣
明
治
元
年
大
坂
府
権
判
事
在
職
た
る
や
其
節
一
と
し
て

改
正
の
事
な
ら
ざ
る
な
く
、
其
最
著
き
一
例
を
挙
れ
は
淀
川
堤
坊

摂
州
島
上
郡
唐
崎

村
地
内
国
役
堤

、
其
年
五
月
十
三
日
の
洪
水
の
為
め
三
百
六
十
間
破

壊
し
、
既
に
流
末
四
十
村
余
を
浸
湛
し
人
民
饑
餓
を
免
る
の
暇
あ

ら
ず
。
一
刻
も
捨
置
く
へ
か
ら
ず
急
場
の
大
事
業
に
し
て
、
下
は

人
民
の
情
意
に
基
き
上
は
府
知
事
の
命
を
奉
し
、
三
千
人
余
の
人

夫
を
使
役
し
昼
夜
普
請
に
従
事
し
義
臣
既
に
百
二
十
日
間
堤
坊
上

に
野
宿
尽
力
し
漸
く
水
留
め
丈
け
の
成
功
を
奏
せ
り
全
く
竣
功
に
至
り

し
は
尚
許
多
の
日

数
を
費

せ
り

。
是
等
非
常
の
場
合
非
常
の
大
普
請
に
し
て
宜
し
く
平
日
を

以
て
論
す
可
か
ら
ざ
る
も
の
也
。

又
鳥
取
県
の
如
き
廃
藩
置
県
の
際
に
属
し
一
と
し
て
改
正
事
務
な

ら
ざ
る
な
し
。

又
置
賜
県
の
如
き
は
新
置
県
よ
り
既
に
三
ヶ
年
間
旧
藩
同
様
の
体

裁
に
し
て
、
本
省
其
節
大

蔵
省

に
於
て
も
酒
田
県
置
賜
県
と
別
を
以
て
称

し
旧
弊
の
甚
き
之
を
改
正
せ
さ
る
へ
か
ら
ざ
る
も
の
と
し
、
即
義

臣
の
赴
任
に
当
て
其
改
正
に
従
事
せ
ん
こ
と
を
懇
に
命
せ
ら
る
。

然
し
義
臣
は
尚
改
正
の
疎
漏
杜
撰
に
渉
る
を
恐
れ
、
其
改
正
の
百

事
一
と
し
て
本
省
に
伺
ひ
其
指
令
に
由
ら
ざ
る
も
の
な
し
。

右
二
県
の
如
き
も
平
日
の
事
業
に
非
す
。
維
新
改
正
の
際
会
故
に

其
事
跡
総
て
赫
々
非
常
の
事
に
属
す
。
若
し
夫
れ
右
三
ケ
の
場
合

に
於
て
非
常
な
ら
ざ
る
な
れ
は
、
義
臣
何
そ
敢
て
奇
功
を
好
み
改
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正
を
要
す
へ
き
や
。
蓋
し
事
は
改
正
す
へ
き
時
あ
り
修
正
す
へ
き

と
き
あ
り
。
是
等
は
其
人
に
属
す
る
に
非
す
。
其
時
と
事
と
に
属

せ
る
な
り
。
然
る
を
評
す
る
も
の
曰
く
、
義
臣
は
只
改
正
の
人
物

に
し
て
守
成
の
人
物
に
非
す
と
。
誤
る
甚
し
く
冤
亦
甚
し
。
豈
弁

解
せ
さ
る
べ
け
ん
や
。
抑
地
方
官
た
る
や
時
の
非
常
と
非
常
な
ら

ざ
る
と
を
問
わ
ず
固
よ
り
牧
民
の
員
な
れ
は
一
日
も
人
民
保
護
の

事
は
欠
く
べ
か
ら
ず
。
況
や
当
今
下
情
通
暢
民
権
拡
張
の
時
に
於

て
、
義
臣
至
愚
と
雖
何
そ
亦
右
三
ケ
の
場
合
に
施
せ
し
も
の
を
以

て
依
然
今
日
に
処
す
べ
け
ん
や
。
伏
て
惟
る
に
今
日
在
上
の
人
の

明
以
て
是
等
の
俗
説
を
破
る
に
足
る
べ
し
と
。
信
而
不
疑
罷
在
候

得
共
、
或
は
義
臣
の
経
歴
の
時
と
事
と
を
不
知
も
の
は
亦
迷
惑
せ

ら
れ
ざ
る
と
も
難
保
候
間
為
念
閣
下
迄
言
上
弁
明
仕
置
候
。

閣
下
是
等
の
事
情
兼
て
御
承
知
も
被
為
在
候
上
之
事
な
れ
ど
、
今

度
地
方
長
官
愈
黜
陟
あ
る

と
見
做
し

代
任
御
詮
議
の
節
右
等
俗
説
を
唱
る
人
あ

れ
は
閣
下
速
に
御
打
消
し
被
下
、
是
非
相
当
之
御
推
挙
を
蒙
り
度

懇
願
此
事
に
奉
存
候
。

右
兼
て
御
含
置
き
の
為
め
以
書
取
申
上
置
候
。
宜
敷
御
承
引
之
程

奉
願
上
候
。
頓
首
再
拝

　
　

五
月
十
三
日

関
義
臣

参
議
大
隈
公
明
府
閣
下
執
事

６　

高
橋
作
衛
書
翰　
（
大
隈
重
信
）
宛（

大
正
四
）
年
十
月
十
二
日

九
月
十
七
日
即
位
礼
勅
語
案
起
草
委
員
会
に
於
て
平
沼
多
田
案
と

股
野
案
と
を
輳
合
し
て
一
案
を
作
る
こ
と
を
命
せ
ら
れ
其
の
夜
徹

宵
試
に
初
稿
を
起
し
、
翌
十
八
日
払
暁
股
野
氏
を
訪
問
し
更
に
平

沼
氏
を
訪
問
し
て
両
氏
の
意
見
を
聴
き
、
爾
来
平
沼
多
田
案
の
内

容
を
納
れ
て
股
野
案
の
文
体
と
調
和
す
る
こ
と
を
勉
め
、
其
の
為

め
平
沼
第
一
稿
第
二
稿
多
田
案
国
府
案
平
沼
多
田
案
及
股
野
案
に

就
き
内
容
を
分
析
排
列
し
、
更
に
前
記
諸
案
に
欠
如
せ
る
新
附
の

民
の
撫
育
に
関
す
る
事
項
を
容
れ
凡
そ
稿
を
改
む
る
こ
と
五
回
、

斯
く
此
の
稿
を
得
た
り
。
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又
試
に
本
案
を
英
訳
し
て
参
考
に
供
す
。

目
下
此
の
案
を
具
し
て
平
沼
氏
股
野
氏
と
協
議
中
。

　
　

十
月
十
二
日

高
橋
作
衛

７　

姓
名
不
詳
書
翰　
（
大
隈
重
信
）
宛

（
明
治
二
十
二
）
年
（　
　

）
月
（　
　

）
日

二
月
廿
二
日
付
の
公
文
を
以
て
申
進
候
外
国
法
律
家
任
用
之
儀

は
、
素
と
帝
国
司
法
制
度
改
良
之
目
的
に
外
な
ら
さ
る
の
趣
旨
た

る
こ
と
は
既
に
御
承
知
之
通
に
御
座
候
。
然
る
処
此
事
を
実
行
す

る
に
付
て
は
我
帝
国
之
公
法
に
多
少
之
影
響
も
相
生
候
を
以
て
、

右
外
国
法
律
家
は
先
つ
我
国
に
帰
化
せ
し
め
候
上
判
事
に
任
用
可

致
見
込
に
有
之
候
。
此
儀
は
畢
竟
施
行
上
之
手
続
に
過
き
す
候
得

共
、
右
公
文
中
聊
か
明
瞭
を
欠
き
候
に
因
り
為
念
申
進
候
。

８　

姓
名
不
詳
書
翰
（
断
簡
）　
（
大
隈
重
信
）
宛

（
明
治　
　

）
年
（　
　

）
月
（　
　

）
日

﹇
前
欠
﹈
云
々
今
般
政
府
よ
り
兌
換
条
例
発
令
之
義
参
事
院
は
相

済
元
老
院
に
差
出
し
有
之
、
是
は
必
す
相
済
候
事
に
有
之
旨
五
代

よ
り
一
昨
々
日
承
り
候
得
共
何
分
疑
は
し
く
心
配
仕
候
処
、
一
昨

日
大
蔵
官
員
某
極
小
生
と
懇
意
之
人
故
承
り
候
処
、
其
儀
は
相
違

無
之
旨
此
兌
換
説
は
無
理
も
や
り
つ
け
可
申
、
併
し
政
府
山
師
仕

事
に
付
破
れ
も
可
有
之
候
得
共
、
一
時
右
之
布
告
出
候
は
ゝ
お
そ

れ
て
人
気
は
下
落
を
待
の
人
の
み
と
奉
存
候
。
殊
に
無
法
に
も
有

合
之
銀
貨
二
三
千
万
円
を
な
げ
散
し
候
は
ゝ
一
時
銀
貨
余
り
可

申
、
強
気
之
人
は
定
て
困
却
す
る
事
と
被
察
候
。

且
又
先
月
中
売
銀
有
之
候
も
の
は
其
実
正
金
銀
行
之
原

に
森
村

等
と
相
談
に
て
四
十
万
程
売〔
マ
マ
〕

　

き
候
よ
し
。
是
は
内
々
大
蔵
卿
の

差
図
の
よ
し
に
御
座
候
。
是
は
漸
く
四
五
日
前
相
分
り
候
旨
正
金

銀
行
之
某
よ
り
承
知
仕
候
。
右
等
を
合
而
考
候
処
迚
も
此
所
高
直
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に
参
而
見
当
て
無
之
候
。
左
れ
は
な
ぜ
正
金
銀
行
は
買
入
る
と
聞

合
候
処
右
兌
換
に
付
追
々
買
付
け
は
い
こ
し
そ
ふ
に
相
見
へ
申

候
。
是
者
大
蔵
卿
表
に
て
買
入
之
命
令
と
相
見
申
候
。
前
に
申
上

候
原
森
村
等
に
は
内
々
兌
換
之
説
を
も
ら
し
表
向
に
安
す
け
れ
は

少
々
つ
ゝ
に
而
も
買
入
可
申
存
意
と
被
察
候
や
。
此
処
思
案
に
落

兼
候
。
云
々
﹇
後
欠
﹈

９　

安
藤
則
命
書
翰　

岩
倉
具
視
宛

（
明
治
十
）
年
四
月
十
二
日

鹿
児
島
士
族　
　

江
夏
干
城

弟
同　

直
方

別
府
祐
国

廻　

政
徳

東
京
士
族　
　

玉
込
之
ヒ
ス
ト
ル
所
持
い
た
し
居
候　

板
橋
盛
與

栃
木
県
士
族　
　

　

宇
田
義
房

　

〆
六
人
拘
留
い
た
し
申
候
。

右
者
先
刻
上
申
之
末
上
野
に
お
ゐ
て
都
合
能
く
手
段
を
以
拘
引
仕

候
。
外
に
同
類
鹿
児
島
士
族
谷
川
清
一
郎
捕
縛
手
配
中
に
御
坐

候
。
是
よ
り
夫
々
取
調
何
分
形
行
者
明
日
上
申
可
仕
候
也
。

但
其
他
に
も
段
々
同
類
可
有
之
見
込
に
付
猶
夫
々
無
手
抜
様
折
角

探
索
中
に
御
座
候
。

　
　

四
月
十
二
日
午
後
九
時

安
藤
則
命

岩
倉
公
閣
下

﹇
編
者
註 

﹈
本
書
翰
は
内
容
よ
り
、
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー

編
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
第
二
巻
（
五
四
頁
）
に
収
録
さ
れ

て
い
る
151

‒

80
（
明
治
十
）
年
四
月
十
二
日
付
岩
倉
具
視
書
翰

の
別
紙
と
考
え
ら
れ
る
。
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10　

秋
山
真
之
書
翰　

森
山
慶
三
郎
宛

（
明
治
三
十
七
）
年
十
一
月
十
五
日

当
方
面
の
戦
況
例
に
依
り
て
例
の
如
く
真
に
御
退
屈
之
事
と
奉
遥

察
候
。
長
時
の
封
鎖
戦
は
左
程
苦
痛
に
も
無
之
候
得
共
、
近
来
の

天
候
常
に
北
強
風
の
吹
勝
に
て
為
に
波
濤
高
く
、
如
ふ
る
に
浮
流

水
雷
の
危
険
も
増
加
し
、
唯
た
日
々
之
れ
か
為
に
大
切
の
艦
艇
を

損
耗
せ
ざ
る
か
と
夫
れ
の
み
心
配
致
居
候
。
去
る
十
月
廿
九
日
よ

り
実
行
さ
れ
た
る
第
三
軍
の
旅
順
第
二
回
総
攻
撃
も
又
々
不
成
効

に
了
り
候
得
共
、
其
原
因
は
我
兵
力
の
不
足
に
も
あ
ら
ず
攻
城
砲

力
の
不
充
分
な
る
に
も
あ
ら
ず
士
気
の
弱
は
り
た
る
に
も
あ
ら
す

作
戦
計
画
の
不
適
良
な
る
に
も
あ
ら
ず
、
唯
た
全
く
敵
の
土
工
か

予
想
外
の
大
規
模
に
て
、
偵
察
の
足
ら
ざ
り
し
批
難
は
免
れ
ざ
れ

と
も
、
攻
撃
目
標
た
る
松
樹
山
二
龍
山
東
鶏
冠
山
の
堡
塁
に
突
撃

近
接
し
て
見
れ
は
其
塹
壕
の
巾
十
五
米
突
深
十
二
米
突
、
又
塹
壕

内
に
は
側
防
穹
窖
あ
り
て
之
れ
に
飛
入
れ
は
側
面
よ
り
バ
タ
バ
タ

や
ら
れ
る
と
云
ふ
始
末
に
て
、
予
め
準
備
し
た
る
梯
子
は
短
く
て

屈
か
ず
為
め
に
、
一
戸
堡
塁
の
如
き
比
較
的
塹
壕
の
狭
小
な
り
し

も
の
ゝ
外
突
撃
占
領
す
る
能
は
ず
。
遂
に
已
む
を
得
す
総
突
撃
を

中
止
し
爾
来
此
等
堡
塁
の
塹
壕
破
壊
側
防
穹
窖
の
爆
撃
等
に
着
手

し
、
尚
ほ
堡
塁
の
側
方
に
も
攻
路
を
開
鑿
し
之
等
作
業
も
今
一
週

間
に
て
完
成
に
付
更
に
総
攻
撃
を
続
行
す
る
筈
に
御
坐
候
。
乍
然

此
攻
撃
に
於
け
る
攻
城
砲
の
威
力
頗
る
猛
烈
な
り
し
た
め
第
一
防

禦
線
の
堡
塁
の
備
砲
の
破
壊
さ
れ
た
る
も
の
多
く
、
如
之
一
戸
堡

塁
其
他
一
塁
は
我
軍
の
占
領
す
る
処
と
な
り
、
松
樹
山
二
龍
山
東

鶏
冠
山
等
の
歩
兵
突
撃
陣
地
も
殆
ん
と
堡
塁
の
直
下
に
前
進
し
、

目
下
敵
前
僅
か
に
十
乃
至
二
十
米
突
の
所
に
て
攻
撃
作
業
を
な
せ

る
有
様
な
れ
ば
、
全
体
よ
り
言
へ
は
攻
撃
目
的
の
一
部
は
達
せ
ら

れ
た
る
も
の
に
て
、
之
を
不
成
効
と
云
ふ
よ
り
は
寧
ろ
半
途
に
し

て
中
止
し
た
り
と
云
ふ
が
至
当
に
御
坐
候
。
且
つ
此
攻
撃
に
於
け

る
我
軍
の
死
傷
は
一
千
有
余
に
し
て
之
を
第
一
回
に
比
す
れ
ば
真

に
少
く
敵
の
死
傷
も
殆
ん
と
仝
数
な
る
べ
く
、
故
に
士
気
は
却
て

旺
盛
に
て
各
方
面
共
に
鋭
意
の
攻
路
を
開
鑿
に
努
め
、
数
日
の
内

に
突
撃
決
行
の
筈
な
れ
ば
此
度
は
必
づ
多
少
の
成
果
を
見
る
に
至
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る
べ
く
、
若
し
第
一
防
禦
線
我
有
に
帰
す
れ
ば
直
ち
に
攻
城
砲
の

観
測
所
を
港
内
を
瞰
制
し
得
へ
き
高
地
点
に
前
進
し
連
続
猛
烈
な

る
擲
射
を
在
港
敵
艦
に
加
へ
ん
と
す
る
予
定
に
候
得
者
、
仮
令
要

塞
は
一
時
に
片
付
か
ざ
る
も
港
内
の
移
動
的
海
軍
兵
力
の
始
末
は

遠
か
ら
さ
る
内
に
落
着
可
致
と
存
候
。
御
承
知
の
如
く
港
内
の
敵

艦
も
我
か
背
面
よ
り
の
連
日
の
擲
射
を
受
け
居
れ
ば
大
分
損
害
を

受
け
居
る
こ
と
な
る
べ
く
、
唯
だ
之
れ
が
確
実
に
判
明
せ
さ
る
た

め
未
た
油
断
は
出
来
ざ
れ
と
も
、
或
は
一
二
艦
は
充
分
腰
の
抜
け

た
る
も
の
と
可
有
之
と
想
像
致
候
。
兔
に
角
今
少
の
御
心
捧
願

敷
、
御
閑
暇
も
あ
れ
ば
唯
々
鋭
意
有
形
無
形
共
に
戦
門
力
を
一
寸

に
も
伸
長
す
る
様
御
尽
力
相
成
度
候
。

小
生
の
私
見
に
て
は
旅
順
の
攻
略
は
左
程
急
く
の
必
要
無
之
、
果

し
て
陥
略
す
べ
き
も
の
と
す
れ
は
波
爾
的
艦
隊
か
サ
ン
タ
海
峡
付

近
に
現
れ
た
る
時
に
陥
落
せ
し
む
る
方
か
余
程
面
白
敷
、
左
す
れ

は
折
角
東
洋
に
来
掛
り
た
る
も
の
も
万
一
に
も
跡
帰
り
す
る
等
の

こ
と
な
く
し
て
宜
敷
と
存
候
。
兔
に
角
波
艦
隊
は
是
非
共
東
洋
に

現
出
せ
し
め
な
け
れ
ば
此
戦
争
の
大
結
果
を
収
む
る
こ
と
到
底
六

ケ
敷
、
有
耶
無
耶
の
調
停
等
に
了
り
て
結
局
我
国
の
得
る
処
は
朝

鮮
の
半
属
位
に
て
済
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
始
末
と
可
相
成
候
。
加
之
我

国
の
上
下
官
民
表
面
に
は
何
と
か
蚊
ん
と
か
言
ひ
居
れ
ど
も
未
た

本
気
に
戦
争
し
て
居
る
も
の
は
真
に
少
く
、
戦
争
を
利
用
し
て
私

利
と
か
情
実
の
形
跡
が
あ
る
様
で
は
未
た
ま
だ
本
気
の
沙
汰
と
は

申
さ
れ
ず
候
。
已
に
戦
争
以
前
よ
り
漸
次
に
腐
敗
の
兆
候
を
現
は

せ
る
上
流
人
士
偸
安
の
惰
風
を
矯
正
し
、
役
に
も
立
た
ぬ
老
耄
れ

を
片
付
け
、
恋
愛
に
堕
落
せ
ん
と
す
る
青
年
を

撻
す
る
為
め

に
は
、
未
た
う
ん
と
人
血
を
濺
き
金
を
絞
り
上
け
て
困
難
を
な
め

し
め
以
て
国
民
的
大
教
育
を
与
ふ
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
仮
令
勝
ち

た
り
と
て
真
正
の
活
気
あ
る
大
日
本
は
出
来
不
申
と
心
潜
に
相
信

居
候
。
此
戦
争
は
少
く
も
明
後
年
の
夏
迄
や
り
つ
け
我
々
は
死
力

を
尽
し
て
新
未
の
波
艦
隊
を
全
滅
し
、
朝
鮮
満
州
は
固
よ
り
勘
察

加
、
樺
太
、
沿
海
州
悉
く
経
略
し
て
他
日
帝
国
が
南
方
に
進
出
す

る
時
の
後
顧
を
絶
つ
が
宜
敷
、
斯
く
す
れ
ば
固
よ
り
金
は
入
れ
ど

も
又
他
日
此
丈
け
の
仕
事
を
な
さ
ん
せ
ば
、
中
々
其
費
用
莫
大
な

れ
ば
寧
ろ
や
り
つ
い
で
に
う
ん
と
や
る
が
大
得
策
と
愚
信
致
候
。

　
　

明
治
三
十
七
年
十
一
月
十
五
日　

於
円
島
付
近

一
、
御
恵
贈
の
大
柿
沢
山
難
有
頂
戴
一
同
甘
露
に
む
せ
び
候
。
尚
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ほ
今
後
好
便
も
あ
れ
ば
今
少
し
沢
山
御
恵
送
被
下
度
候
。

﹇
編
者
註 
﹈
本
書
翰
は
内
容
よ
り
、
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー

編
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
第
十
巻
（
二
一
六
頁
）
に
収
録
さ

れ
て
い
る
１

３

２

１

（
明
治
）
三
十
八
年
十
一
月
八
日
付
森
山

慶
三
郎
書
翰
の
別
紙
と
考
え
ら
れ
る
。

11　

姓
名
不
詳
書
翰　

姓
名
不
詳
宛（

慶
応
四
）
年
閏
四
月
二
十
二
日

昨
廿
一
日
運
上
所
よ
り
之
貴
簡
相
達
拝
読
仕
候
。
然
者
大
隈
八
太

郎
明
後
廿
四
日
出
帆
東
行
候
由
に
而
、
大
坂
開
港
一
条
各
公
使
に

御
談
判
可
有
之
御
都
合
に
而
、
輸
出
税
大
坂
に
而
取
立
輸
入
税
は

是
迄
之
通
開
港
御
差
許
無
之
と
の
御
答
可
有
之
趣
御
申
越
。
然
に

開
港
場
に
非
れ
は
商
船
入
港
下
碇
す
る
こ
と
不
能
、
輸
出
税
を
取

立
候
上
者
外
国
江
直
に
積
出
候
義
必
定
に
而
、
再
ひ
神
戸
迄
税
済

之
荷
物
持
参
し
て
本
船
に
積
替
之
煩
は
彼
等
決
而
承
引
仕
間
敷
、

唯
今
之
成
行
に
而
者
出
入
共
当
港
に
而
取
立
則
大
坂
は
開
港
に
無

之
故
商
舶
も
猥
り
に
入
港
す
る
こ
と
不
能
、
且
神
戸
税
関
を
不
経

は
輸
出
す
る
こ
と
不
能
故
彼
是
之
論
も
無
之
候
処
、
税
銀
而
已
取

立
商
舶
碇
泊
を
不
許
時
は
彼
の
頗
る
不
便
に
相
成
候
事
故
承
引
い

た
す
ま
じ
く
、
彼
の
望
所
は
開
港
し
て
商
売
便
利
に
可
相
成
義
を

欲
し
候
に
而
、
如
御
沙
汰
税
而
已
を
取
立
開
港
を
不
許
時
は
商
舶

入
港
す
る
不
能
、
故
に
彼
の
不
便
た
る
乃
一
也
、
入
港
を
許
せ
は

則
開
港
場
也
、
且
開
港
を
御
辞
り
可
相
成
丈
け
之
御
答
は
何
等
之

差
障
を
以
御
返
答
可
相
成
義
に
御
座
候
哉
。
人
心
不
折
合
位
に
而

は
決
而
承
諾
不
仕
、
別
に
今
日
不
可
開
之
一
理
無
之
而
は
御
辞
り

可
難
事
と
奉
存
候
。
篤
と
御
再
議
御
定
論
之
上
横
浜
江
御
申
越
無

之
而
久
世
公
全
権
を
以
御
応
接
可
相
成
義
に
付
、
無
理
議
論
に
て

は
余
程
之
困
窮
に
可
相
成
と
深
く
恐
察
仕
候
。
千
万
迂
僻
之
論
に

御
座
候
得
共
尚
亦
御
勘
考
、
諸
君
子
江
も
御
商
議
被
下
候
得
は
殊

更
感
謝
可
仕
候
。
右
は
御
答
迄
如
斯
御
座
候
。
匆
々
頓
首
再
行
〔
マ
マ
〕

　
　

后
四
月
廿
二
日
早
晨
第
六
字
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﹇
編
者
註 

﹈
本
書
翰
は
内
容
よ
り
大
隈
宛
書
翰
に
付
随
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
が
、
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
編
『
大
隈
重

信
関
係
文
書
』
中
に
該
当
す
る
も
の
は
見
い
だ
せ
な
い
。
後
考

を
俟
ち
た
い
。


